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本日のアウトライン

1. はじめに

2. 女性アーカイブセンター

3. 女性デジタルアーカイブシステム

4. 展示

研修
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5. 研修

6. 地域共同リポジトリからの発信

7. 情報等を共有するネットワーク

8. アーカイブで連携するネットワークの

可能性と強化



はじめにの前に、自己紹介

 市村櫻子（いちむら さくらこ）
 平成22年4月から

独立行政法人国立女性教育会館 情報課長
 平成21年度以前は

国立大学法人 東京大学
大学図書館の中で

国立大学法人 東京大学
教養学部等 図書課長
附属図書館 総務課専門員
附属図書館 情報管理課 資料契約係長
情報基盤センター 学術情報リテラシー係長

国立天文台 管理部 図書係長
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大学図書館の中で
すくすく育ってきました。



情報事業：ＮＷＥＣの4つの機能の中で

ミッション：男女共同参画社会の形成の促進に
資する男女共同参画・女性のエンパワーメンを
内容とする女性教育の振興

図書・雑誌
情報の

NWEC図書
パッケージ貸出
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研修 交流

情報 調査研究

情報の
収集・整理

女性情報
ポータル
Winet

女性アーカイブ
の構築・提供

成果物の発信
地域共同
リポジトリ
構築・提供

アーキビスト
養成研修



１. はじめに

「講座」から「研修」へ

 アーカイブとは何か？

「女性情報」と「アーキビスト」という言葉
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「女性情報」と「アーキビスト」という言葉

 アーキビストのしごと

この項目は、配布資料をご覧ください。



２. 女性アーカイブセンター

2-1. 沿革

2-2. 機能（収集・整理・保存→提供）

2-3. 目的

2-4. 収集対象
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2-4. 収集対象

2-5. 役割

2-6. 収集・整理・保存・提供の様子



2-1. 沿革

平成16年 具体的検討が始まる

平成17年6月

「独立行政法人国立女性教育会 館の将来

ビジョン」に、女性アーカイブの必要性を明記

平成18年4月
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平成18年4月

第二期（平成18～22年）中期計画期間開始

平成19年4月「女性アーカイブの構築」事業開始

平成19年度施設設備費により、改修工事

平成20年6月 女性アーカイブセンター開設式



◆女性アーカイブセンター開設以降
年 月 事項

平成20 6月女性アーカイブセンター開設式

10月企画展示（第１回）「女性の高等教育の黎明」 ～12月

女性デジタルアーカイブシステム正式公開

平成2110月企画展示（第２回）「女性科学者の誕生」 ～12月

平成22 2月「女性情報アーキビスト入門講座」（第１回）開催

平成22 8月企画展示（第３回）「女性の実業教育のはじまり」 ～11月
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平成22 8月企画展示（第３回）「女性の実業教育のはじまり」 ～11月

若い世代へのアピールのため、開始時期を「夏の学校」にあわせた。

10月「女性情報アーキビスト入門講座」（第２回）開催

平成23 8月企画展示（第４回）「化学と歩む」 ～11月

12月「女性情報アーキビスト養成研修（入門）」

平成24 8月企画展示（第５回）「建築と歩む」 ～12月

10月女性デジタルアーカイブシステムのリプレイス

12月「女性情報アーキビスト養成研修（入門）+（実技コース）」



2-2. 機能（収集・整理・保存→提供）

収集・整理・保存

アーカイブシステムの
構築・拡充

展示・研究・学習
プログラムの提供

女性アーカイブセンター

チャレンジした女性た
ちに関する資料

女性団体・機関
に関する資料

行政関連資料
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各機関との連携・協力

女性団体 女性関連施設等

様々な形態の資料

大学・大学図書館等

女性史研究者 公共図書館等
国立公文書館

国立国会図書館



2-3. 目的

男女共同参画社会の形成に顕著な業績を残した女
性、全国的な女性団体や、女性教育・男女共同参
画施策等に関する史・資料を収集する。収集した
史・資料は整理・保存するとともに広く活用し、
関係機関との連携・協力を図り、男女共同参画の
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関係機関との連携・協力を図り、男女共同参画の
推進に関する啓発、学習・研究支援等を行う。

【方針】男女共同参画社会の形成に顕著な業績を
残した女性・全国的な女性団体や、女性教育・男
女共同参画施策等に関する史・資料を収集する。
「受贈」により資料収集に努めている。



2-4. 収集対象

①女性（婦人）教育
②女性問題、女性労働、女性運動、女性政策
③女性史編纂関連資料
④女性関係団体・機関
⑤国立女性教育会館に関わる資料

分
野
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時
代

原則として明治以降、国連婦人の十年(1976
～1985)までに作成されたもの

地
域

形
態

原則として、全国的に影響を持った事例に関わ
る資料

原則として、非刊行の公私の記録・文書、音声
記録、映像記録等



2-5. 役割

1. ナショナルセンターとしての女性関係史・資料
の収集・整理・保存・公開

2. 展示による公開、講演等と連携した展示パネル
による普及活動

3. 埼玉県、埼玉県大学・短期大学等との連携
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4. 会館事業、女性センター、大学授業等との連携

5. 企画展示の共催機関との連携企画

6. 研修プログラム 「女性情報アーキビスト養成
研修（入門）+（実技コース）」の実施

7. その他



2-6. 収集・整理・保存・提供の様子
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保存庫のそばで、
職員に見える閲覧席

専用の保存庫と
中性紙保存箱への収納

インターネットによる公開



３. 女性デジタルアーカイブシステム

H24.10
システムリプレイス
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目録情報は、女性デジタルアーカイブシステムで
インターネット上に公開している。
一部資料についてはデジタル画像も見ることができる。



◆インターネットで世界へ公開
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検索結果一覧ページでの画像表示
検索結果ダウンロード機能など、

新機能を追加し、より使いやすい
データベースを目指している。



◆アクセス方法

1
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2

3

4



４. 展示

毎年、

●所蔵展示（独自）
●企画展示（外部機関と
連携協力する特別展）

を開催
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本館１階 展示室



◆企画展示～チャレンジした女性たちから
チャレンジする女性たちへ～

主催事業（夏学）の
時期と連動

大学や企業、
学会との連携

時期と連動



◆出前の所蔵展示

「図書館と県民のつどい埼玉」

2011 さいたま文学館＠桶川市
「九重年支子資料」

2010 さいたま市文化センター
@南浦和
「奥むめお（映像）資料」



◆化学史学会「化学史研修会」で

企画展示のファクトシートが活用

研修担当者のご協力のもと、
嵐山以外の場所でNWECの情報が手元に

①参加者数 ３７＋１
（テキストのみ、当日参加できず）

②男女別数 ３３ ５

③参加者の所属等
a.高校 １６

（教員・生徒・元教員・その他）

b.大学 １３＋１
（教員・大学院生・学部生・職員・元教員・元職員・
その他）

c.企業 ３
（研究職・管理職・元企業人・その他）

d.その他 ５
（組織に所属していない研究者はここ？）



◆展示パネルの貸出

現代との接点はどこだ！？



5. 研修

平成23年度 養成研修（入門）
『災害経験を通して災害に備える』

平成24年度
養成研修（入門）+（実技コース）
『女性アーカイブの構築と連携』
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6. 地域共同リポジトリからの発信

Googleから「ＳＵＣＲＡ」で探せる
去年の資料が無料で読める
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◆業界内での位置で考える
情報や経験を共有するネットワーク

学校

女性団体

地方

女性センター
等

大学

（学生・職員・
教員）

研修・交流

調査研究・情報
の提供

教育・学習支援
提供について

連携企業
文科省

学校
（児童、生徒）

地方
自治体

教育委員会
（指導主事）
学校（教員）

資料の収集・保存・公開に
ついて連携

資料展示

利用者

美術館
博物館 図書館 公文書館

“唯一のナショナルセンター”の視点に、
“Center of Centers”の視点を加えて



7. 情報等を共有するネットワーク

研修・セミナーなど

教育・学習機会の提供に
ついての連携男女共同参画センター、

女性センター等

大学・研究機関等

女性団体、グループ等
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資料の収集・保存・公開に
ついての連携

資料展示

大学・研究機関等

公文書館、博物館、図書館等



8. アーカイブで連携するネットワーク
の可能性と強化

新・女性デジタル
アーカイブに

各女性センターの
震災復興支援の
記録を保存・公開

各女性センターの
活動記録アーカイブ

（独自構築）

東日本大震災
アーカイブシステム
（国立国会図書館）

横断検索

NWECの持つネットワークという強みを
活かした新しい事業の例
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構築支援
ツール

各女性センターの
震災復興支援

活動記録アーカイブ
（これから構築）

構築支援ツールと
バックアップ機能

女性学・ジェンター研究
博士論文

データベース



◆女性アーカイブ「モノ」と「デジタル」

「展示」の実践を通した「モノ」の活用

現物の持つ力を知る・使う。

他機関との連携による、可能性の拡大

新たな連携（次の企画持ち込み）、巡回展示へ発展。

「デジタルアーカイブ」の実践に期待できること
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「デジタルアーカイブ」の実践に期待できること

いつでも、どこでも、だれでも使える・連携できる。

アクティビティの「見える化」が、実現できる。

今のアクティビティを資料として、

未来に渡すことができるのは、アーカイブ！



ご清聴ありがとうございました。

これから、です。
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これから、です。
どうぞよろしくお願いいたします。

 お問い合わせは、

 infodiv@nwec.jpまで



平成 24 年度 女性情報アーキビスト養成研修（入門）+（実技コース）

資料①

◆「講座」から「研修」へ

職務上必要とされる知識や技能を高めるために、ある期間特別に勉強や実習をする

「研修」へ。

平成２１年度から実施した「女性情報アーキビスト入門講座」を、平成２３年度から

「女性情報アーキビスト養成研修（入門）」として、新たにスタートした。

さらに平成 24 年度は、実技コースを新設した。

女性アーカイブの保存・提供に携わる実務者の方を対象に、具体的な保存技術や整理

方法を紹介し、実務者同士の情報交換を行う。

◆アーカイブ（archives）とは、

個人や組織（国・自治体・企業・学校など）が活動の中で作成・蓄積した記録資料の

まとまり。またはその記録資料の保存庫。記録資料を収集・整理・保存し、提供するこ

とを基本機能とする。

図書館(library)は、主に刊行資料（図書、雑誌）を対象とする。アーカイブは、加え

て非刊行資料（個人の日記、書簡、アルバム、会議資料、お知らせ文書、ポスター、チ

ラシ）をも対象とする。

◆「女性情報」と「アーキビスト」という言葉

「女性情報」は、女性の地位向上、女性問題解決のために必要な情報を女性の視点で作

り、提供された情報として定義される。

「アーキビスト」は、永久保存価値のある情報を査定、収集、整理、保存、管理し、閲

覧できるよう整える専門職である。

欧米ではアーカイブズ学の修士学位を持ち、さらに扱う資料の専門知識、記録管理や

科学技術の最先端知識を求められる。日本では認知度が低く、図書館員や学芸員が代行

していることが多い。

◆アーキビストのしごと

新たなコレクション（収集物）を入手したり、査定すること。記録を順番に並べたり、

説明書きを加えること。閲覧者に利用案内をすること。資料の保存処理を行うこと。

アーキビストはしばしば教育者でもある。利用者がコレクションの閲覧方法を知って

コレクションについて理解を深められるような教育的なプログラムを用意したり、コレ

クションに関心はない人々に働きかけるプログラムを考え出すこともよくある。

コレクションの展示、プロモーション・イベント、メディアでの紹介にまで仕事が及

ぶこともある。



平成 24 年度 女性情報アーキビスト養成研修（入門）+（実技コース）

資料②

◆被災者支援に関する女性アーカイブ構築に収集できるデータの種類として、 考えら

れるものは、次のとおり。

なお、『復興支援女性アーカイブ（仮）』構築のため、まず最初に連携する予定の次

の機関に、項目確認の協力をいただきました。

女性青森県男女共同参画センター(アピオあおもり)、

もりおか女性センター、

大田区立男女平等推進センター(エセナおおた）

1. 各センターの活動記録

（事業記録、募金、ボランティア活動、職員派遣（相談員））

2. 被災地日誌

3. （被災地の）記録写真

4. 支援活動の記録写真

5. 支援活動の広報記録（配布したパンフレット、チラシ）

6. 調査報告、ヒヤリング調査の記録

7. 報告（避難所運営）

8. 避難所で使った壁新聞（のようなもの）や、お知らせ

9. 現在も受け入れている避難者への広報物

（区のお知らせ、センターのチラシ、事業（相談や講座）の案内など）

10. 相談活動の記録

11. 語り場等の録音テープ

12. 録音テープからおこした原稿

13. 語り場の録画データ

14. 模擬避難所体験の記録（防災への取組）

15. 避難所マニュアル（防災への取組）

16. その他

以上

20120928（市村）


